
ぱんだ組(年中児) 令和４年６月①

子生和保育園

遊びの中で描いたり作ったりするものは、子どもの思いが込められていて、単に新聞紙が

丸まっていたり、広告紙を巻いて棒状になっているだけでも、それは、子どもなりの見立て

やイメージの世界を楽しんでいます。そのような子どもの自己表現をしようとする気持ちや

表現する喜びを大切にしています。

POINT

～どうやって作ろうかな？～

アイスクリーム屋さんのAくん、Bちゃんとお客さんの

Cちゃん。なりきって楽しんでやりとりをしています。

①メロン味ください ②ないです！

③作ればいいじゃん！

メロン味がないと話したAくんの言葉を聞き、作ればいいと考えたBちゃん。すると、

製作コーナーから必要な素材を選び、夢中になって作り始めました。

生活する中で体験したことを思い浮かべながら、形や色を組み合わせて何かに

見立てたり、遊びのイメージを広げたりしていることが分かります。


